
【会議日程等】

【青森市が開催地となった経緯】

【北東アジア港湾局長会議】

【北東アジア港湾協会長会議】

【北東アジア港湾シンポジウム】

【国内の開催履歴】
〇最近の日本開催都市

平成24年10月 小樽市
平成27年11月 神戸市
平成30年11月 静岡市
令和4年11月 オンライン開催
令和7年11月 青森市

【参考：昨年度の開催状況】
開催都市： 中国秦皇島市（しんのうとうし）
日　　程： 令和6年10月30日（水）～10月31日（木）

北東アジア港湾局長会議は、国が主催で日中韓３カ国の港湾担当部局の局長が３カ国における港湾の発
展のため、港湾行政、港湾開発及び管理に関して、意見交換及び情報共有が行われる。

北東アジア港湾協会長会議は、日本港湾協会が主催で、３カ国の港湾協会の緊密な協力関係を構築する
とともに、北東アジア地域港湾の持続的な開発と繁栄に向けた専門的な研究や討議、情報交換が行わる。

北東アジア港湾シンポジウムは、国と日本港湾協会等との共催で、日中韓３カ国の港湾の課題に関する国
民の理解と友好の促進を目的に開催され、講演や討議が行われる。
※事前申込制で定員になり次第締め切りとなるが、無料で参加可能。

北東アジア港湾シンポジウム等の開催について

主催者場所時間開催日会議名

北東アジア港湾シンポジウム

北東アジア港湾協会長会議

北東アジア港湾局長会議 11月19日（水）

11月20日（水）

13:30～17:30

9:30～11:45

9:00～16:50

　当該会議は、日中韓3カ国持ち回りで毎年開催されている。
　日本での開催地を決める際は、『開港の周年』『大規模事業の節目』等の要件をもとに検討される。
　今年度は開港400年の節目となる青森市が開催地に選ばれた。

令 和 7 年 10 月 21 日
都市建設常任委員協議会
都市整備部公園河川課

ホテル青森3階「孔雀の間」（東南）

ホテル青森3階「孔雀の間」（西）

ホテル青森3階「孔雀の間」（東）

国土交通省港湾局
北東アジア港湾シン
ポジウム実行委員会

日本港湾協会

国土交通省港湾局

【局⻑会議】 【シンポジウム】



 

 

The 25th Northeast Asia Ports Symposium 

第 25 回北東アジア港湾シンポジウム、青森で開催！ 
令和 7 年 11 月 20 日（木）１３：３０～１７：３０ 

（クルーズ船が寄港している青森港） 
 

日本、中国、韓国の港湾関係者が一堂に会し、“クルーズを核と

した地域振興”と、“気候変動対策”をテーマに最新動向を共有し、

各国の港湾が果たすべき姿と連携の可能性を探ります。 
 

１３：３０ 開会（１２：００受付開始） 

第 1 部   クルーズを核とした地域振興 

         日本： 山本 三夫 みなと総研クルーズ総合研究所 所長 

         中国・韓国：未定 

第 2 部   日中韓における気候変動対策 

         日本： 千田 優 国土技術政策総合研究所 主任研究官 

         中国・韓国：未定 

○特別講演 「青森港の今後の展望（仮）」 

講師： 新屋 孝文  青森県県土整備部長 

（参考）１８：００ レセプション 

 

○会  場 ホテル青森 3 階 宴会場・会議場 「孔雀の間」（東南） 

青森県青森市堤町 1 丁目 1-23 TEL 017-775-4141 

○参加費 シンポジウムは無料(要事前申し込み・定員になり次第締め切り) 

○主  催 北東アジア港湾シンポジウム実行委員会、国土交通省 

 問合せ  国土交通省港湾局 産業港湾課 国際企画室 ＴＥＬ ０３（５２５３）８６７９ 



 

 

第２５回北東アジア港湾シンポジウム 参加申込 

 

以下の QR コード、または URL リンクより参加申込フォームにアクセスしていただき、 

必要な情報を入力のうえ、申込いただきますようお願い致します。 

 

シンポジウム・レセプションともに、参加には事前申込が必要です。 

なお、定員に達した場合は、その時点で申込受付を終了させていただきます。 

シンポジウムは参加費無料です。 

レセプションは会場の都合上、先着 40 名程度とさせていただき、参加費 5,000 円

を当日申し受けます。 

 

【参加申込フォーム：QR コード】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加申込：URL】 

 こちらをクリックし、アクセスしてください。 

 

★申し込み締め切り：１０月２４日（金）まで★ 

 

お問い合わせ 

 国土交通省港湾局産業港湾課国際企画室    

TEL 03-5253-8679 


